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き ず な （絆） 令和 4(2022)年 3 月発行 特集号 

マスク着用、うがい・手洗いの励行、「3 密」を避ける 

大宮地区 総合広報紙 

コロナとともに新しい常態にあっても、地域コミュニ

ティの大切さは変わることなく、人と人とのつながりを

絶やすわけにはまいりません。 

「つながり、住み続けたい」まちづくりに取り組んで

いる大宮地区自治協議会は、奈良市の条例にもとづく地

区を包括する組織です。このため 

総ての方に当事者になっていただ 

きたいと、自治会のない集合住宅 

の方々へ加入の呼びかけを続けて 

います。ぜひ相談してください。 

大 宮 地 区 自 治 協 議 会 
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大宮地区では、前ページで紹介した大宮のビジョン 

の一つ「みんなで創る安全安心なまち」実現へコロナ 

にも負けないＩＣＴ（情報通信技術）を活用した安心 

システムを考え、昨年から、この「きずな」やチラシ 

での広報、説明会・登録会を開催してきました。 

この呼びかけで 500 名を越える方々に登録してい 

ただき運用を始めていますが、さらに一定程度の規模 

が必要なため、登録者の募集を続けています。 

 システムを活用していただくにはスマートフォンや

ガラケーの携帯電話が必要です。 

 
このシステムは、三つの役割があります。まず、

❶震度 5 強以上の地震が起きたときの安否確

認メール、また台風や豪雨が予想されるとき

『避難所を開設しました』のメールを登録者の

スマホなどに送信します。（左図）そして登録者

は、配信されたメール又はアプリから、ご自分

の意志（左図の例）を簡単な操作で選択し返信

していただきます。このように、台風や豪雨が

来る前に出来るだけ早く避難所を開設して、住

民の皆様には安全なうちに避難していただく

ことを第一義とし、このシステムをつくってい

ます。 

 

❷次に、登録者の任意になりますが、月１回程度の定期の安否

確認で、希望者に対して毎月 1 日に配信運用をしています。 

ところが、返信の無い登録者が毎回半数程度おられますので、

お手数ですが、送り返していただくようお願いいたします。 

❸さらに、これも登録者の任意になりますが、大宮地区のイベ

ントの案内や参加者申込みもできるようにしていきます。イベ

ントなどの運営をスムースに、ペーパーレスを目指します。 

このシステムは避難行動のために活用することから始めまし

たが、大宮地区で安心して暮らすためのデジタル時代に相応し

い方法として、今後へ、いろんな活用の仕方があります。 

どんなシステムか？説明し、登録のお手伝いをしました 

 三笠公民館のハッピー体験ウィークの事業に協賛して 2 月 20 日(日)に「おおみや安心ｼｽﾃﾑ」への登 

録会を開催しました。昨年から登録者の募集をしていますが『関心はあるがどう 

すればよいのか』などの声がありましたので、安心して登録していただくために 

顔見知りのスタッフが面談し登録のお手伝いをしました。当日は、この日を待っ 

ていた方々が来場され、登録していただきました。「どうしようかと迷っていたが、 

親切に教えてもらってスッキリした。」など好評でしたので、今後も機会を設けて 

いきます。                【おおみや安心システム推進会議】 

 

広告 

私たちと一緒に活動してみませんか？ 

令和 4 年 4 月 1７日（日） 詳しくは、QR コードから→ 



 
  

 

 

『ふ れ あ い』＝ 人と人とのふれあいのみならず、行政や NPO,企業などとの連携協働を、 
『ささえあい』＝ 隣近所を始めとする大宮地区内のささえあい、行政などとのささえあい、 

『ありがとう』＝ ふれあい・ささえあうすべての人・組織やものにお互いに感謝することです。 

 

大宮のビジョン 
住民アンケートから集約 

みんなで創る 

安全安心なまち 

住み続けたい 

健康で明るいまち 

子育てと 

教育のまち 

ビジョン実現のための目標 
ゴールめざし、大宮自治活動計画へ展開するターゲット 

①地震・風水害などに柔軟で強靭なまちづくり 

②すべての人を対象とする防災の体制づくり 

③防犯に強く全世代に安心なまちづくり 

④明日の地域防災防犯を担う人づくり 

⑤今ある交通や公共施設等の資源を生かしたまちづくり 

⑥佐保川親水公園を拠点とした安心して憩える空間づくり 

⑦環境整備され、にぎわいや活気のあるまちづくり 

⑧多世代が集い、ハンディーを感じさせない居場所づくり 

⑨医療・介護などのサービスが充実したまちづくり 

⑩社会福祉法人/NPO・企業等との協働によるまちづくり 

⑪共生社会に呼応し、多様性を認め合う心豊かなまちづくり 

⑫コミュニティースクールの実をあげる地域と人づくり 

⑬通わせたい学校・園づくりを支援する体制づくり 

⑭やさしく楽しく安心して子育てができるまちづくり 

⑮知育・徳育に秀でた若者の育成がなされる環境づくり 

⑯地域コミュニテイの維持発展を支える人づくり 

⑰自ら生涯現役を目指せる舞台のあるまちづくり 

ビジョンの実現へ、活動計画を遂行するための組織・企画・財務・人財・広報などの整備 

自治活動計画への展開（事例） 
分野別の「部会」へ編成 

基本理念 

ａ.備災・防災・減災につながる啓発活動と訓練の実践 

ｂ.指定避難所・自治会避難場所・事業所等の運営体制の整備 

ｃ.メーリングシステムなど災害情報発信の仕組みの充実 

ｄ.避難行動要支援者への支え合い「おおみや安心システム」の稼働 

ｅ.道路拡幅に伴う横断の安全確保、「ゾーン 30」の拡大 

ｆ.防災士会、地域安全推進委員等の人材の発掘育成 

ｇ.大宮版「ぐるっとパス」の運行（通園・通院・買物 etc） 

ｈ.親水公園の利活用、堤防道路の安全化など施策の推進 

ｉ.大宮クリーンアップ作戦（自治会から全域視野に拡大） 

ｊ.コロナ禍を超え、新常態に適応した「にぎわい」の創出 

ｋ.出会い、ふれあいの場づくりと高齢者支え合いへの支援 

ｌ.子育て世代等若年層へのアプローチによる集団づくり 

ｍ.「おおみや安心システム」による安否確認、双方向通信 

ｎ.地区内医療機関・介護機関・担当行政機関等との連携 

ｏ.地域包括ケアシステム・認知症ケアÜへの取り組み 

ｐ.分野別課題解決組織（部会）への参画呼びかけと協働 

ｑ.関係機関と連携した人権尊重による共生諸施策の推進 

ｒ.運営協、教育協、放課後教室、ﾊﾞﾝﾋﾞﾎｰﾑとの一元化指向 

ｓ.地域一体型放課後子ども居場所づくり、学び舎ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

ｔ.幼保小の施設維持管理業務の受託と教職員の業務ｻﾎﾟｰﾄ 

ｕ.｢おはようみまもり、おかえりみまもり｣の重層的見守り 

ｖ.子育て世代同士が集える場所や機会づくりと動機付け 

ｗ.子ども食堂、塾、遊び空間開設等による居場所づくり 

ｘ.子どもたちへの社会経験の機会提供による生きる力養成 

ｙ.地域デビュー講座の開設など社会参加への機会づくり 

活動分野別の部会制と支えるスタッフ部局の設置、事務局の充実 

第 2 次大宮自治活動計画（２年計画としました） 

１次総括 

２次策定 

計画稼働 

活動充実 

計画稼働

活動充実 

活動深化 

総括評価 

３次策定 

２０２１ ２０２２ ２０２３ ２０２４ 

 

活動計画を 

分野別の 

部会へ編成 

 

 

 

【分野別部会】 

１自治環境 

２安全 

３福祉 

４育ち支援 

５情報人財 

６企画財務 

７安心ｼｽﾃﾑ推進会議 

８人権教育推進委員会 

 

 

PLAN 

DO 

CHECK 

ACTION 

進捗管理し 

評価を実践！ 


